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２階のギャラリーでは、「核兵器禁止条約と日本国憲法」の展示。ちょうど、史上初めての米朝会談の３日前。世界の非核地帯の地図に、調布市議会の核兵器禁止条約締結への意見書も飾られ、核廃絶への市民の願いを込めての例会になった。


映像シアターでは、「調布平和を歌う合唱団」などの歌でスタート。鈴木勝雄さんと小林優さんの二重唱で「告別」、合唱では「ふるさとはいまも変わらず」「広島愛の川」を演奏（ピアノ杉本顕子さん）した後、「ノーモア被爆者記憶遺産を継承する会」と日本被団協が編集した、被爆者、岩佐幹三さんなどのインタビューを中心にしたＤＶＤを上映、続いて奥卓三さんが話した。


 父と姉が被爆


調布の被爆者の会「調友会」の会長を務める奥さんは、広島生まれ。原爆当時は母と広島の北西部・大朝町新庄（現北広島市）に疎開していたが、精綿工場を経営していた父と、幼いながら勤めを始めていた姉が広島の爆心地から９００メートルくらいのところにある工場で被爆した。


「父たちは、辛うじて広島を逃げ出した。橋が焼けて落ちており、逃げるときに『水がほしい。助けてくれ』と言われたそうだ。私たちの居るところに来る間に黒い雨に遭い、それを飲んだりしたそうです。帰ってきてからでも、毛が抜けたり、体調はよくなかったが１年くらいの療養で社会復帰。父は79歳まで、姉は80歳まで生きました」


成長した奥卓三さんは三菱化成に勤務、被爆者のお連れ合いは、調布に来て運動にも参加していたが、15年前に亡くなった。


 調布の被爆者


 なお80人


奥卓三さんは放射能の発見や原爆が生まれるまでを詳細に紹介、「被爆者も高齢化し平均年齢も83歳を超えた。調布の会でいま問題になる人は抱えていないが、一人暮らしの人が増えていつ問題が出てくるかわからない」と話した。


奥さんによれば、調友会のメンバーは現在80人、東京全体の被爆者「東友会」のメンバーも６７００人くらい。アンケート調査では、「不安」を抱える人は「いつも」28・６％、「少し」23・６％、「ときどき」20・６％と７割を超えている。「不安」の内容も「具合が悪くなること」45％、「子供や孫のこと」36％、「いつ発病するか」27％、「これからの生活」約20％―で、被爆者の生活は大変になっている。


 武器で日本は


 守れない


奥さんの話に続いて、15歳で爆心地から２㌔で被爆した丸本規雄さん（写真左下 88歳、小島町）が発言。「いま、科学技術の発達は核兵器も昔のままではない。それなのに政府はおかしなことばかりしている。武器で国民を守ることはできない」と強調した。


丸本さんは、「核兵器が使われたらどうなるかは周知の事実なのに、『核兵器の攻撃の場合風下を避け、手袋、雨合羽などで外部被曝を抑制し、口や鼻をタオルで保護重内部被曝の低減に努める』などとあり、とが全戸に配った防災指針にも同じようなことがあり、ミサイル防衛で隠れろなどと訓練している。米国が原発を造っていた頃、私たちは火叩きとバケツリレーで訓練させられたのと一緒だ」と指摘した。


そして「原子力安全委員長は原発へのミサイル攻撃について聞かれたがなぜ『原発はミサイル攻撃には無防備です』となぜ言わないのか。幣原喜重郎総理は『核兵器が開発された今日、戦争はできない』と言った。武器で国民を守ることはできない」と締めくくった。


　　　（丸山　重威･記)
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　調布「憲法ひろば」は６月９日13時半からたづくり・映像シアターで「たづくりまつり参加・１３７回例会」を開催。調布市原爆被害者の会の奥卓三会長（写真右）が「被爆の実相と核兵器禁止条約成立への道すじ」と題して講演。司会は津田櫓冬世話人（写真左上）。記録は丸山重威世話人が担当。50人が参加しました。　　　（編集部）
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調布市原爆被害者の会（調友会）会長、稲城市在住
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